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1　は　じ　め　に

ブドウ“オリンピア”は，赤色系大粒種の中では果肉が

しまり品質がすぐれていゐが，着色不良や裂果が発生し，

栽培がむずかしいとされている。特に裂果は成熟期に発生

し，その程度がひどいと商品性を全くなくしてしまうこと

も少なくない。これまでも，裂果の発生原因については多

くの報告があり，巨峰などの大粒種では土壌水分の影響が

大きいとされているが，まだ不明な点が多い。ここでは，

土壌水分がオリンピアの裂果発生に及ぼす影響について検

討したので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

日）供試園　山形園試場内圃場（細粒褐色低地土，斑紋

あり）中島続

（2）供試樹　7年生樹（台木3309）各区2樹　無加温ハ

ウス栽培

（3）区の構成

（区の構成）

処 理 期 落 花 直 後　 落 花 2 0 日
備　　 考

試 験 区 ～ 落 花 2 0 日　 ～着 色 始 期

水　 分　 多 ×　　　　　 ○ O p F l．9 程 度

水　 分　 少 ×　　　　　　　　 × × p F 2．4 程 度

一 報 蒜 讐無 か ん 水 ×

土壌水分の調節は，深さ20cmに埋設したテンシオメ‾タ‾

示度を目安に行った。また，試験区の周囲に深さ60cmまで

ァゼシートを埋設し，地下水が上昇した場合には，周囲に

めぐらした明渠に集水し．あらかじめ設置しておいたポン

プで排水した。

（4〉　調査項目及び方法

生育は，結果母枝の先端から2番目の新梢（20本／樹）

に目印をつけ，その新梢を継続調査した。果粒肥大は，1

樹当たり20房．1房3校を5日おきに測定した0また，同

果房について着色の進み方を調査し，収穫時に果実の品質

を調査した。着果量は，7月上旬に粒彙比0．5に摘拉し，

1房20枚を目安とした。葉中窒素含量は．各区より平均的

な新梢の中位費を採取し，常法により分析した。土壌中無

機態窒素の推移は，各樹について樹幹より1．57札，深さ10

m，30cmの土を採取し，常法により分析した。裂果は，各

樹全果房について経時的に調査した。

3　試験結果及び考察

（日　生育

初期生育は各区ともはば同程度であったが，7月中旬こ

ろからかん水量の多少によって区間に差が見られ，土壌水

分が多い区程生育が良かった。この傾向は収穫期まで続い

た。また，新梢停止率も同時期に区間差がみられ，水分が

低いほどその割合は高い傾向であった。これは，土壌水分

が生育に関与していることの現れと考えられる。

図1新梢長及び新梢停止率の推移

（21果粒肥大

各区の果拉肥大の状況をみると，土壌水分が最も少ない

無かん水区で，第2肥大期の期間が短い傾向がみられたが．

大差なかった。また，7月中旬から8月中旬（着色期）の

果粒肥大では，横肥大に対する縦肥大の割合が，土壌水分

の多い水分多区で最も小さかった。

は）糞中窒素含量及び土壌中無機態窒素含量の推移

糞中窒素含量は土壌水分の多い区程高く，8月20日には，

水分多区が2．09％，水分少区1．89％，無かん水区1．81％で

あった。また，土壌中無機態窒素含量も同様に．7月中旬

以降土壌水分の多い区程含量が多く．特に上層で顕著であっ

た。これらのことは，土壌水分が上昇すると．土壌中無機

態窒素の発現を促し，これによって生育も旺盛となり，嚢

中窒素含量も高くなったものと考えられる。
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図2　果拉肥大曲線

義1第3肥大期における果粒の生長比率

　 項目

区名

果　 拉　 肥　 大　 比
備　　 考

たて　 よ こ　 （たて／よこ）

水 分 多 区 1．199　 1．243　　　 0．965 ※ 7 月20日と

水 分 少 区 1．215　 1．237　　　 0．982 8 月21日の

無かん水区 1．228　 1．257　　　 0．97 7 比

義4　果実品質

表2　菓中窒素含量
（乾物％）

区 名　　 月 日 6 月 3 日 7 月 2 1 日 8 月 2 0 日

水　 分　 多　 区 2 ．3 9 2 ．0 4 2 ．0 9

水　 分　 少 区 2 ．4 1 1 ．8 4 1 ．8 9

無 か ん 水 区 2 ．4 9 1 ．8 0 1 ．＄1

表3　土壌中無機態窒素
（呼／／／100g）

区 名　 月 日
5 月 2 1 日 6 月 3 日 7 月 2 1 日 7 月 3 1 日

水　 分　 多　 区
1 0 c m　 0 ．6 5 1 ．0 4 1 ．6 6 2 ．4 9

3 0 c m　 0 ．7 0 0 ．8 1 0 ．8 2 0 ．6 4

水　 分　 少 区
1 0 c m　 0 ．5 8 0 ．7 1 0 ．5 3 1 ．4 9

3 0 c m　 0 ．4 9 0 ．5 5 0 ．0 9 0 ．2 0

無 か ん 水 区
1 0 c m　 0 ．8 5 0 ．7 3 0 ．4 1 1 ．1 8

3 0 c m　 0 ．3 8 0 ．9 7 0 ．2 0 0 ．2 7

（4）着色の推移及び果実品質

果粒に水が廻る時期（7月下旬）は，区間に差は認めら

れなかったが，着色開始及び着色の進度は，土壌水分が少

ないほど早く．土壌水分の最も多い水分多区では．着色が

始まっても着色の進度は鈍かった。収穫時の果実品質をみ

ると，糖度及び着色は．土壌水分が多い区程劣り，着色期

の旺盛な新柄の伸びは，果実品質を低下させる一要因と考
日日

［：＝コ水増。川的

Eヨ層色開始

冠≡恥Ou着色

㌔遁1－－一面－JL4％－…　7　214√㌔一m雄　7　2】4rq自ノ
水分引1二　　　　　　　　　　　　　木サ少l■二　　　　　　　　　　　無かん水杯

図3　果粒の水廻り及び着色の推移
注．「80％以上着色」は果面の80％以上着色した果粒。

裏5　裂果拉率（％）

　 項 目

区 名

果 房 重

くタ）

着 粒 数
一 粒 重

（ダ）

屈 折
亨妄評

滴 定 酸 度

（酒 膏 酸 ）
着 色 度

水 分 多 区 2 7 8 ．8 18 ．0 1 5 ．5 1 9 ．1 0 ．3 3 2 ．8

水 分 少 区 2 6 6 ．8 19 ．1 1 4 ．0 19 ．8 0 ．3 1 3 ．7

無 か ん 水 区 2 5 5 ，6 16 ．8 1 5 ．2 2 0 ．3 0 ．3 2 4 ．2

注・4苧綻吊苧鮎知子よ放鳥己長警鮮紅）・

えられる。また∴酸度は差がなかった。

は）裂果の発生

各区とも裂果の発生は，着色開始10日後ころから見られ，

8月下旬に最も多かった。区間では，8月下旬ころから差

がみられ，収穫時には，水分多区で裂果粒率25．6％と最も

多くなった。このことは，果粒第2肥大期の土壌の高水分

が裂果の発生を助長したものと考えられる。また，着色期

の果拉肥大で，槙肥大に対する縦肥大の割合が小さいほど

裂果の発生が多かった。しかし，これは前年までの結果と

異なり，年次差がみられ一定の傾向はなかったが．着色期

の縦槙の肥大のバランスが，裂果の発生に関与しているも

区 名　　　 月 日 8 月 5 日 8 月 12 日 8 月 2 3 日 9 月 14 日

水　 分　 多　 区 0 ．6 3 ．4 13 ．5 2 5 ．6

水　 分　 少　 区 0 ．5 2 ．0 7 ．3 1 3 ．3

無 か ん 水 区 0 ．9 3 ．7 1 0 ．9 1 6 ．1

のと考えられる。

4　ま　　と　　め

以上の結果より，①7月上旬から8月上旬（第2肥大期）

に土壌水分が多いほど裂果の発生が多く，同時に新梢の伸

びが良かった。㊥この時期の土壌水分が多いほど無機態窒

素の発現が多く，特に上層で顕著であった。㊥着色期の果

拉肥大と，裂果の発生との間には年次変動があり．一定の

傾向はなかった。④7月上旬から8月上旬の土壌水分が低

いほど果実の糖分含量が高く着色がよかった。以上のこと

から，裂果を少なくするには．7月上旬から8月上旬の土

壌水分を低めにして，無機態窒素の発現を促進させないよ

うにする。また，着色期の新柄の伸びを抑制するような栽

培管理をする必要がある。
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